


社名 株式会社　清水紙工所

創業 昭和５４年１２月

設立 昭和６２年８月

所　在　地 大阪府東大阪市善根寺町４丁目５－２９

電話     ：　０７２－９８０－８６６１（代）

電話     ：　０７２－９８０－８６６２

ＦＡＸ　　 ：　０７２－９８０－８６６４

Ｅ-ﾒｰﾙ　 ：　car94210@pop16．odn．nｅ．jp

資　本　金 １０００万円

代表取締役社長 清水昭三

従　業　員 ２７名

主要取り扱い品目 抜き加工およびハーフカット

紙・クッション・フイルム・ポリカ・ゴムシート

不織布・両面テープ・各種粘着加工品類

紙　管 各種

印　刷 各種

取　引　銀　行 りそな銀行住道支店． 大阪市信用金庫住道支店．

関西アーバン銀行四条畷支店．

沿　革 昭和５４年１２月清水紙工所として創業

昭和６２年８月法人組織に改め社名を株式会社清水紙工所に改称

平成１４年10月本社工場内にクリーンルームの設置

平成１５年８月星田工場設立

平成１７年５月ＩＳＯ９００１：２０００認証取得

平成１８年１月ＩＳＯ１４００１：２００４認証取得

平成２０年１２月、工場統合移転

平成２２年２月ＩＳＯ９００１：２００８認証取得

主要設備 ・自動平打抜機 ３台　　連続多面抜き　ハーフカット

・自動平打抜機 １台　　ロール材料連続打ち抜き機

・プレス機 ８台 ・バーチカル機　　　　　２台

・ポンス平打抜機 １台 ・スリッター機　　　　　　３台

・裁断機 １台 ・油圧裁断機　　　　　　１台

・クリンルーム ・裏スリ機（背割り）      ２台

主要販売先 ・パナソニック株式会社ＰAVBU　　 ・パナソニック（株）デバイス社

・日東電工株式会社 ・ブリヂストン化成品株式会社

・日昌株式会社 ・ブリヂストンケービージー株式会社

・船場電気化材株式会社 ・（株）ＩＤクリエイト

・大成化工株式会社　　　　　

順不同

主要仕入先 ・日東電工株式会社 ・東信洋紙株式会社

・船場電気化材株式会社 ・積水成型工業株式会社

・ブリヂストン化成品株式会社

・エンプラテッツク株式会社 順不同

会 社 経 歴 



    

 

 

    

       昭和５４年創業以来、フイルム・クッション・不織布・両面テープ等の加工をてがけてまいりました。 

    今日まで、ユーザー・お取引先様の暖かいご支援により順調に躍進を続けることができました。  

    ここに心より深く感謝し厚くお礼申し上げます。 

 

     私共、清水紙工所は上に掲げました経営方針を常に念頭において業務に邁進してまいりました。 

    ２１世紀をむかえてさらに国際化が進み、、競争の激しい時代になってまいりましたが、弊社を必要 

    としてくださるお客様のご期待にこたえられるように、「創造的」な製品造りを忘れることなく、新しい 

    技術への挑戦に努力してまいりたいと考えております。 

 

     なお、電子機器分野、医薬品・化粧品分野、食品分野等で＜クリーン＞な部品の要求が強まる中、 

    平成１４年１１月にこれらの業界・市場の強いニーズに応えるべく、＜クリーンルーム＞の新設備を 

    導入いたしました。＜クリーンルーム＞を使用した「打ち抜き加工部品」「組立加工品」の新事業展開 

    を開始致しましたので、よろしく、ご支援ご指導を賜りますようお願いいたします。 
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1    品質方針

(1)   品質第一を基本とし、

　　　  事業の発展の基盤を築く

(2)   お客様第一に徹し、

　　　  お客様が満足する製品をつくる

(3)   安全は品質に優先する

　　　  安全第一に徹する

   この品質方針には，以下のことを含む

　　     ・法及び規格要求事項とＱＭＳへ適合し，

　　   　　有効性継続的改善を推進する

　　     ・工場毎の品質目標は，品質方針及び　

　　　   　全社品質目標に沿って作成する

　　     ・この方針は，全従業員に伝達し実施する

　　     ・活動及び目標達成状況は，マネジメントレビュー

　　   　　で確認する

2    品質目標

  お客様への納入品質

ユーザークレーム ＜０＞への挑戦

3 　 重点取組目標

（１） 　源流管理の徹底

（２）   ケアレスミスの撲滅

（３）   検査体制の充実

（４） 　５Ｓ活動の推進

 品 質 方 針 

代表取締役社長 



㈱　清水紙工所の特長

・＜クリーンルーム＞を必要とされるお仕事は何でもご相談に応じ前向きに

　　対応いたします。

・トムソン型

・ハーフカット加工

剥離紙 

両面接着剤 
製品 

製品カット部 

木枠 

ﾅｲﾌｴｯｼﾞｶｯﾀｰ 

 ４ 製品の大きさへの対応 

 ３ 小ロット生産から大ロット生産まで対応できるフレキシブルな生産体制を構築 

 ２ 金型・トムソン型を主体にした打ち抜き加工・ハーフカットが得意 

�̀小ロット生産 大ロット生産 

1個からの受注に応じます 受注数により対応させて戴きます 

�̀５ ｘ ５  ｍ／ｍ ４００ ｘ ７００  ｍ／ｍ 

特大製品も対応可能です。ご相談下さい。          

 ５ 生産対応力（リードタイム） 

１日間 

標準納期（受注から納品まで） 

２日間～６日間 

新
規
生
産
 

型製作 トムソン型：１日間 

金型：５日間（別途御相談） 

特急納期は別途対応します 

日
常
生
産
 

（多品種・少量生産・短納期の全てに対応させて戴きます） 

緊急対応 即刻対応 型の交換： ２分間 

生産 ご指定納期通りの厳守 

 1 クリーンルームを使用した打ち抜き加工・組立加工が可能です 

生産 



＜クリーンルームを使用した打ち抜き加工・組立加工の受注について＞

　日本の製造業が大きく変化している中で、紙・クッション・フイルム等の私共の業界に於いても

従来の打ち抜き品の受注は、国内メーカーの中国シフト等の影響で毎年大きく減少しており、

将来に大きな不安を抱えています。

　一方国内では、液晶・ＰＤＰ・ＥＬ等の設備投資の増加、2つ目は薬事法の改正による医薬品、

化粧品業界の中小企業でのビジネスチャンスの増加、3つ目は消費者を怒らせている牛乳等の

食品業界での益々の衛生管理の充実による新しいビジネスチャンスの増加等が有ります。

こうした背景の中で、当社は今後の成長を期待される３つの分野への受注を促進し、事業の発展

を図るべく、＜クリーンルーム＞を使用した新しい製造分野への導入・推進を行っています。

◎ クリーンルームを使って組立製造しているメーカー様への打ち抜き加工品の供給

（組立てはクリーンルームで実施、材料の仕入先は３Ｋ現場と言う矛盾した現実もあります。）

<例> ・液晶用部品　　　　～　保護フイルム・基板フイルム・ＰＶＡ偏光フイルム

・携帯電話用部品　～　離形フイルム・リムフイルム・両面テープ・包装材

◎ クリーンルームを使用した各種組立加工品の受注

<例> ・化粧品業界の包装外注委託

・医薬品の包装外注委託

◎ クリーンルーム使用を条件とした業務の受注（加工・組立）

上記の2つの条件以外についても、お客様のご要望に積極的に対応させて戴きます。

クリーンルームを必要とされるお仕事は何でも 

ご相談に応じ前向きに対応いたします 


